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鬼
太
鼓
は
、
佐
渡
各
地
の
神
社
の
祭
礼
に
登
場
し
、
そ
の
年
の

豊
作
や
大
漁
、
家
内
安
全
を
祈
り
な
が
ら
、
家
々
の
厄
を
は
ら
う

た
め
に
行
わ
れ
る
芸
能
で
す
。

　

鬼
が
家
々
を
回
る
こ
と
を
門か
ど
づ付
け
と
い
い
、
鬼
に
厄
を
は
ら
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
鬼
組
に
ご
祝
儀
（
御
花
）
を
渡
し
ま
す
。

　

神
社
の
祭
礼
は
、
四
月
十
五
日
頃
の
春
祭
り
と
、
九
月
十
五
日

頃
の
秋
祭
り
に
日
程
が
集
中
し
、
生
業
の
リ
ズ
ム
と
深
く
結
び
つ

い
た
も
の
で
す
。

　

鬼
太
鼓
は
祭
礼
時
に
奉
納
す
る
神
事
芸
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、
集

落
の
結
び
つ
き
を
生
む
よ
り
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
、
住
民
だ
け

で
な
く
、
就
職
な
ど
で
島
外
に
出
た
人
々
も
出
身
集
落
の
鬼
太
鼓

を
様
々
な
形
で
支
え
て
い
ま
す
。

鬼
太
鼓
（
お
に
だ
い
こ
／
お
ん
で
こ
）

　
鬼
太
鼓
の
型

　
～
鬼
太
鼓
の
相
川
発
生
説
～

　
「
町
年
寄
伊
藤
氏
日
記
」
の
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）

の
記
事
に
見
ら
れ
る
記
述
な
ど
か
ら
、
鬼
太
鼓
は
江
戸

時
代
中
頃
に
、
相
川
の
金
銀
山
で
働
く
人
た
ち
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
と
考
え
る
説
が
あ
り
ま
す
。

　
鬼
太
鼓
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か

　　

現
在
、
島
内
の
ほ
ぼ
全
域
、
百
を
こ
え
る
団
体
が
あ
る
鬼
太
鼓
。

　

家
元
が
な
く
、
伝
承
形
態
は
口
伝
で
す
。
団
体
の
数
だ
け
鬼
太

鼓
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　相川系（豆まき系）鬼太鼓
　相川から佐和田・真野湾地域に見られます。
　素襖姿で烏帽子をかぶった翁が枡を持ち、太鼓に
合わせて長い袖を振りながら舞います。

相川年中行事（天保年間 [1830
〜 1844]）より

佐渡年中行事図（舟崎文庫所蔵）　
　枡を持った翁・太鼓・鬼が描
かれています。

　国中系鬼太鼓
　阿吽一対の鬼が交互に舞います。集落によっては獅
子が絡みます。島内で最も多く踊られている型です。

　前浜系鬼太鼓
　二匹の鬼が笛と太鼓に合わせて対で踊ります。ロー
ソ※という、いわば「祭りの指揮者」が加わる集落も
あり、「御花」をいただいた家で口上を述べます。
　※集落によって呼び名が異なる。

　

集
落
内
で
世
代
か
ら
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
、
ま
た
、
集
落
か

ら
集
落
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く
中
で
、
個
人
の
癖
や
見
解
が
影
響

し
、
さ
ら
に
集
落
の
文
化
、
風
習
、
歴
史
も
取
り
込
ん
で
独
自
の

展
開
を
と
げ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

多
様
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
な
が
ら
も
、
い
く
つ
か
の
型
が
見
い

だ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
三
つ
の
型
を
紹
介
し
ま
す
。


